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      令和２年度 子育て支援課 事業実績 

【1】 子育て世代包括支援 
 平成 31・令和元年度 令和 2年度 

 対象者数

（人） 

実施者数

（人） 

回数 対象者数

（人） 

実施者数

（人） 

回数 特記事項 

妊婦・乳児 

健康診査 

妊娠届出数 

1,031 

転入妊婦  

93 

転入乳児  

92 

妊婦 

11,990 

乳児 

1,436 

 

 

― 

妊娠届出数 

995 

転入妊婦 

75 

転入乳児 

107 

妊婦 

12,161 

乳児 

1,460 

 

 

 

 

 

 ― 

妊婦健診： 
14 回/人 

乳児健診 

5～ 8 ヶ月: 

 1 回/人 

9～11 ヶ月: 

 1 回/人 

新生児聴覚

検 査 
― ― ― 

生後 50 日

までの児 
760 ― 

検査費用の一部助
成（令和 2 年度よ
り実施） 

 

母子健康 

手帳交付 

妊娠届出 

数 

1,031 

(双胎 9) 

  

1,066 ― 妊娠届出 

数 

995 

(双胎 8・品胎 2) 

1,032   

  ― 

通常交付：１００７人 

再交付： 25人 

（支援プラン B  ３５０人） 

 

 

新生児・産婦

訪問指導 

産婦   

918 

新生児   

838 

未熟児 

  87 

延 

1,850 

  ― 産婦   

1033 

新生児   

990 

未熟児 

90 

 

延 

1,919 

  

 

  ― 

産婦：949人 

新生児：895人 

未熟児：75人 

プレママ講座 初妊婦 141 33回 初産婦 7 7 
実施回数 

2 5 回 

対面式プレママ 

38 人/12 回 

オンラインプレママ 

   39 人/13 回 

ママ広場 経産婦 90 11回 経産婦 ８ 
実施回数 

２回 

オンラインママ広
場のみ実施 

産後ケア事業 

生後 4 か

月までの

乳児と産

婦 

※家族等の支援の得ら 

れない人 

延 7 ― 

生後 4 か月

までの乳児

と産婦 

※家族等の支援の得ら 

れない人 

延１２ ― 
日帰り型：実０件延０件 

宿泊型：実 11件 延１２件 

赤ちゃん 広 場 

生後３か月頃

までの希望者 434 44回 

生後３か月頃

までの希望者 251 31回  
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 平成 31・令和元年度 令和 2年度 

 対象者数

（人） 

実施者数

（人） 

 回数 対象者数

（人） 

実施者数

（人） 

回数 特記事項 

親子教室 

(ひよこ教室・

あひる教室・ 

くじゃく教室) 

 

 

発達が気に

なる幼児及

び子どもと

の関わり方

を学びたい

保護者 

 

延 

374組 
65回 

発達が気に

なる幼児及

び子どもと

の関わり方

を学びたい

保護者 

 

延 

343組 
81回 

○ひよこ教室 

（1 歳 6 か月～2 歳 6 か月までの親子） 

回数：33 回 

  延 126 組 

○あひる教室 

（2 歳 6 か月以上の親子） 

回数：24 回 

延 112 組 

〇くじゃく教室 

（あひる教室事後） 

 回数：24 回 

  延 105 組 

こども相談 

発達が気に

なる幼児

及び相談

を希望す

る保護者 

延 221   44回 

発達が気に

なる幼児及

び相談を希

望する保護

者 

延 303 ― 

子どもの発達や育

児の相談に発達相

談員が個別の相談

を実施し、子どもの

発達にあった場所

へつなげていく 

 

保育園 
幼稚園 

巡回相談 

巡回相談

を希望し

た園 

延 390 

実施園 
26園 

回数 

119回 

巡回相談を

希望した園 
延 390 

実施園 
37園 

回数 

111回 

保育園・幼稚園に
対して巡回相談を
実施 

巡回相談以
外で保育
園・幼稚園
を訪問した
ケース 

― 延 40 ―    ― 延 39 ― 

こども相談等から
つながり、園に訪
問を実施 

 

【2】こども家庭相談  

相談実績 

  児童家庭相談件数 
内  訳 

児童虐待相談 児童虐待以外の相談 

平成 28年度 400 260 140 

平成 29年度 512 274 238 

平成 30年度 471 310 161 

令和元年度 455 312 143 

令和 2年度 527 410 117 
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【3】子育て給付 

 

新型コロナ感染症関連給付金 

月 給付金名 支給額 対象者 実績 

5月 

（国） 

子育て世帯への 

臨時特別給付金 

1人につき 

10,000円 

児童手当を受給している世帯 

（0歳から中学生） 

17,003人 

170,030千円 

5月 

市独自 

子育て応援臨時 

特別給付金 

1人につき 

5,000円 

令和 2 年 4 月分の児童手当の受

給対象となる児童 3 月 31 日ま

でに生まれた児童、新高校 1年生

を含む 

17,003人 

85,015千円 

5月 

市独自 

ひとり親家庭等

応援臨時特別給

付金 

 

第 1子 50,000円 

第 2子 40,000円 

第 3子 30,000円 

第 4子以降 10,000円 

令和 2 年 4 月分児童扶養手当受

給者 

903世帯 

57,840千円 

５月 

市独自 

妊婦応援臨時 

特別給付金 

妊婦 30,000円 ① 令和２年４月２７日において

、本市に居住し、給付金の支

給決定日に本市の住民基本台

帳に記録されている者 

② 令和２年４月２７日以後に妊

娠している期間にあった者、

ただし、令和２年４月２７日

に出産した者はのぞく。 

③ 令和２年６月３０日までに妊

娠届出書の提出者 

738人 

22,140千円 

8月 

（国） 

ひとり親世帯臨

時特別給付金 

（基本給付 8/11・再支

給 12/25） 

①②③ 

第 1子 50,000円 

①令和２年６月分の児童扶養手

当の支給を受けている者 

②公的年金の受給等を受けてい

るため、令和２年６月分の児童

基本給付 

1,052世帯 

69,400千円 

 

 支給額 内 訳 

児童手当 1,997,615千円 支給対象児童数 15,635人 

児童扶養手当 464,582千円 受給資格者数 1,101人 

受給対象者 914人 

こども医療費助成 3,373,889円 当初発送時交付数 17,354人 

ひとり親医療費助成 233,335千円 助成者数 1,436人 

支給資格者数 2,774人 

未熟児養育医療 153,778千円 対象者 47人 
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12月 

（国） 

ひとり親世帯臨時 

特別給付金 

（再支給） 

 

第 2子以降 30,000円 

（追加給付 随時）①

②  

家計急変により収入

減の申出により 

1世帯あたり 50,000円 

扶養手当の支給を受けていない

者（全額停止の者も含む） 

③新型コロナウイルス感染症の

影響を受けて家計が急変するな

ど、収入が減少し、児童扶養手当

の対象基準に下がった者 

追加給付 

（随時） 

533世帯 

26,650千円 

再支給 

1,052世帯 

69,400千円 

 

 

 

 

  



○妊娠期から子育て期の事業を通じて、よりよい生活習慣の確立と育児力向上のための支援の
強化

○発達相談の質の向上と関係機関との連携の強化

保護者が悩みや負担を抱え込まず、周囲とつながりながら子どもの成長を見守っていけるよう、
療育施設、保育園、幼稚園、小学校等の関係機関との調整をはかる。

◎児童虐待案件に対する関係機関と連携した迅速かつ的確な対応

調整機関を担い、他機関との円滑な連携・協働の体制のもとでの対応、養育支援訪問を実施する

ことで、ハイリスク家庭への養育を支援し虐待防止に努める。

【目標に対する方策】

◎妊婦の健康づくりを推進

〇妊娠を契機とし、より良い生活習慣を身につけることにより、胎児期からの子どもの生活習慣
病予防や発育、発達の促進をはかる。
〇妊娠期の食事指導の強化を図る。

◎妊婦への支援の充実

〇コロナウイルス感染症拡大により、里帰りを中止するなど、取り巻く環境の変化に伴い、不安
を抱える妊婦が増大している。プレママ講座の内容の充実を行い、また、オンラインを活用する
など、コロナ禍の生活様式に対応した支援を行う。

◎各種発達相談事業を通じて、関係機関との連携を強化

【取組みの目標】

子育て支援課　令和３年度　取り組み

市民が子どもを安心して産み育て、子どもがその子らしく生きる社会をみんなで実現していくまち

生涯を通じた健康づくりをとおしてすべての親と子が笑顔で心豊かに暮らせるまち

切れ目ない妊産婦・乳幼児への保健対策

子育てを支援する生活環境の整備



事　業　内　容 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

きさらづネウボラ相談窓口 妊娠・出産・子育てに関する相談（来所・電話）

母子健康手帳交付・妊婦個別
保健指導

妊娠届出時の保健指導と支援プラン作成　必要に応じて継続支援の実施

妊婦・乳児健康診査 妊婦・乳児受診票を交付し、医療機関等で健康診査を勧奨し、健康管理の向上を図る

新生児聴覚検査
新生児聴覚検診の健診費用一部助成を行う
新生児聴覚検査の受診率向上を図る

プレママ講座
初妊婦を対象とした講座
（沐浴指導、産後の生活、子育て支援サービスの紹介など）

ママ広場
経産婦を対象とした講座
（産後の生活・兄弟への関わり・地域の子育て支援情報の紹介など）

産後ケア事業 産科医療機関を活用し、産婦の体の回復や新生児のお世話の方法をサポートする事業

新生児・妊産婦訪問指導
乳児家庭全戸訪問事業

新生児・妊産婦を対象に家庭訪問を実施。

赤ちゃん広場 生後3か月ごろまでの母子を対象とした集まりの場、必要時育児相談、身体計測を実施

養育医療
身体の発育が未熟なまま出生し入院治療が必要な乳児に対して、療育に必要な医療の給付を行
う

こども相談
子どもの発達や育児の相談に発達相談員が応じ、家庭等における配慮事項や具体的な子育て方
法について助言をする(個別相談)

親子教室（ひよこ教室・あひ
る・くじゃく教室）

1歳6か月から2歳6か月、2歳6ヶ月以降の児を対象とした教室を開催し、子どもとの関わり方を
学ぶとともに子育てを共に考える場を提供する

保育園・幼稚園等巡回相談 保育園・幼稚園に対して、巡回相談を実施

ファミリー・サポート・セン
ター事業

地域で子育てを助け合う有償の相互援助活動（社会福祉協議会委託事業）

子育て短期支援事業 一時的に養育が困難になった場合の一時預かり（1歳から小学校6年生まで）

ＤＶ相談
配偶者や恋人など、親密な関係にある、またはあった人からの暴力に対する相談に応じ、必要
な情報を提供する

家庭児童相談
子育てに関する悩み（虐待相談、性格の悩み、行動面の悩みなど）についての相談に応じる
（18歳以下）

児童手当
児童を養育している方に児童手当を支給することにより、家庭等における生活の安定に寄与す
るとともに、次代の社会を担う健やかな成長に資する

児童扶養手当
離婚によるひとり親世帯等、父と母と生計を同じくしていない児童が育成される家庭の生活の
安定と自立の促進に寄与し、児童の福祉の増進を図ることを目的として、そのひとり親・養育
者に対して支給

こども医療費助成
中学３年生までの子どもの保健対策の充実・保護者の経済的負担の軽減を図るため、知用を要
する子どもの疾病にかかる医療費の助成

ひとり親家庭等医療費助成
ひとり親家庭等の経済的負担と精神的負担の軽減を図り、ひとり親家庭の自立を図るため保険
診療範囲内で医療費の一部を助成

子育て世帯生活支援臨時給付
金

新型コロナウイルス感染症による影響が長期化するなかで、低所得のひとり親、ひとり親世帯
の子育て世帯に対し、その実情を踏まえた生活の支援を行う観点から、食費等による支出の増
加の影響を勘案し、子育て世帯生活支援給付金を支給する。（令和３年度限り）

遺児福祉基金の運用及び遺児
手当

企業や個人から寄せられた寄附をもとに、一般遺児（自死遺児・災害遺児及び病死遺児等）に
遺児福祉手当を支給することにより、遺児の福祉増進を図ることを目的に基金を設置し、運
用。

母子・父子・寡婦福祉資金貸
付

ひとり親家庭の父母等の経済的自立を支援するとともに、生活意欲を促進し、その扶養してい
る児童の福祉を増進することを目的として、就労や児童の就学などで資金が必要になったとく
に、千葉県の貸付け制度の相談を受けるとともに、受付に関する事務。

子
育
て
支
援

母
子
保
健

令和3年度　子育て支援課事業実施計画

事　業　名

給
付

家
庭
相
談

初妊婦対象（全2回のコース制・対面式とオンライン講座の選択可能）

経妊婦対象（月1回開催・オンライン講座にて実施）

週1回開催

随 時

随 時

随 時

適切な時期（妊婦1人14回多胎妊婦１６回・乳児1人2回）

随 時

週1回

随 時

随 時

希望園に対し実施

適切な時期

随 時

２/２８まで申請受付

随 時

随 時

随 時

随 時

随 時

随 時

随 時

随 時

随 時

随 時


